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特集　伝わる議会広報へ
本会議　にぎわいと仕事に投資
一般質問　４人が執行部の考えを質す
全員協議会　中学校の設備と湯楽里の経営を協議
議員派遣　国道２１９号整備の要望活動
委員会　地区の活動をどう続けるか
議会の窓　国土交通大臣へ初の直接要望
一部事務組合　あさぎり町に出動拠点を新設
住民の声　議会の情報発信をどう感じていますか？

緑豊かな湯前町の風景に、紙面・動画・

ＳＮＳを表すアイコンを乗せた風が広

がります。議会の情報を町民の皆さま

へ届け、議会をもっと身近に感じていた

だきたいという思いを込めました。

今号のイラスト

特集（２ページ）につづく・・

議会をもっと身近に議会をもっと身近に

紙 面 動 画 SNS

①教えてゆっくん
決算定例会って何？

No.56令和８年
11月1日発行

②まちづくり 3 択クイズ
11 世帯？これ何の数字？

「住民に見える議会」
「住民が参加しやすい議会」　

「議会力・議員力の向上」を実現する　



伝わる議 会広報へ 議会だよりとショート動画を連携し、より分かり
やすく、より身近な議会広報を目指しています。

1　動画で議会をもっと身近に！
議会だよりと動画を連携！
議会だよりに掲載したＱＲコードから動画を
視聴できます。
紙面と映像の両方で議会の情報を分かりやす
く伝えます。

広報常任委員会の次なる展開

2　ＡＩを活用して、もっと分かりやすく！

3　１冊を通して、つながる紙面づくり！
表紙・特集・裏表紙（住民の声）を共通テーマでつなぎ、
図解や写真を用いて議会活動を視覚的に伝えていま
す。記事の構成から写真・図解の配置まで、広報委員
が主体となって企画しています。

正確な情報を届けるために
掲載内容は、複数の目で確認し、正確性と議会広報としての適切性を確保しています。

あなたの声が

まちの未来を
つくる
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伝わる議 会広報へ
4　【新】議会定例会を事前にお知らせ！
定例会の開催日程や見どころを、Ｓ
ＮＳ・ホームページなどを活用して、
事前に広くお知らせします。より多
くの皆さまに議会へ関心を持ってい
ただき、傍聴や議会だよりを読む
きっかけとなるよう、新たに取り組
みます。

5　【新】あなたの声を、これからの議会広報へ！
令和９年度に住民アンケートを実施予定です。いただいたご意見を今後の紙面や情報発信などの
改善に生かします。

6　全国・県から学び、さらに改善！

7　これからの課題

つながる。つながる。
　ひろがる。　ひろがる。
　　みんなのまちの未来

へ
　　みんなのまちの未来

へ

■全国広報研修会
今年度は、吉田議員、西議員、椎葉議員、
事務局の４人で参加。住民に伝わる広報デ
ザインや、読みたくなる紙面づくりを学び
ました。

■コンクールにも挑戦
今年度は、全国と県の両コンクールにエン
トリー。過去には全国で奨励賞、県で特選
を受賞しました。
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本
会
議

 にぎわいと仕事に投資

一
般
会
計
の
１
年
を
数
字

で
見
る

９
月
定
例
会
は
、
８
日
か
ら
18
日
ま

で
11
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し

た
。
議
員
４
人
が
一
般
質
問
を
行

い
、
令
和
８
年
度
補
正
予
算
や
条
例

改
正
、
決
算
認
定
な
ど
を
審
議
し
ま

し
た
。
ま
た
、
７
月
14
日
に
臨
時
議

会
を
開
い
て
い
ま
す
。

　
経
常
収
支
比
率
は
、
町
の

財
政
に
ど
れ
く
ら
い
「
ゆ
と

り
」
が
あ
る
か
を
見
る
数
字

だ
よ
。
低
い
ほ
ど
自
由
に
使

え
る
お
金
に
余
裕
が
あ
っ
て
、

町
村
で
は
70
〜
80
％
程
度
が

一
つ
の
目
安
と
さ
れ
て
い
る

よ
。
令
和
７
年
度
は
88
・
７
％

で
、
前
年
度
よ
り
０・４
ポ
イ

ン
ト
下
が
っ
た
け
れ
ど
、
目

安
を
上
回
る
状
態
が
続
い
て

い
る
よ
。
こ
れ
か
ら
も
一
緒

に
見
守
っ
て
い
こ
う
ね
。

　
令
和
７
年
度
は
、
町
税
や
地
方

交
付
税
、
国
か
ら
の
支
出
金
が
前

年
度
よ
り
増
え
た
よ
。
県
か
ら
の

支
出
金
や
町
債
な
ど
も
財
源
に
し

て
、
災
害
復
旧
や
湯
前
駅
レ
ー
ル

ウ
イ
ン
グ
の
再
整
備
、
サ
テ
ラ
イ

ト
オ
フ
ィ
ス
の
整
備
を
進
め
た
ん

だ
。
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
で
は

３
社
と
立
地
協
定
を
結
ん
だ
よ
。

暮
ら
し
を
支
え
、
地
域
の
に
ぎ
わ

い
や
仕
事
に
つ
な
げ
る
た
め
の
投

資
が
進
ん
だ
一
年
だ
っ
た
ね
。

 令 和 ７ 年 度 決 算 認 定

※歳入と歳出の差額から、翌年度に繰り越す事業に使う約５１７２万円を除いた額が、実質収支です。
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一般会計決算　１０年間の推移（単位：億円）
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商
工
費
と
災
害
復
旧
費
が
増
え

た
よ
。
湯
前
駅
レ
ー
ル
ウ
イ
ン
グ

や
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
整
備
、

道
路
・
林
道
の
復
旧
が
進
ん
だ
ん

だ
。
総
務
費
が
減
少
し
た
の
は
、

前
年
度
に
基
金
へ
の
積
み
立
て
や

庁
舎
屋
根
の
工
事
費
が
多
か
っ
た

こ
と
も
影
響
し
て
い
る
よ
。

令和７年度は、国から入るお金が増え、商工や災害復旧に使っ
たお金も増えたよ。町税や地方交付税はどう変わったかな？ 前
年度と比べながら、町のお金の流れを見てみよう。

町のお金、どこが増えて
どこが減ったか
前年度と主な費目を比較

　
国
か
ら
の
支
出
金
は
、
住
宅
や
街
な

み
整
備
へ
の
補
助
金
な
ど
が
増
え
た

よ
。「
そ
の
他
」
が
減
っ
た
の
は
、
前

年
度
か
ら
の
繰
越
金
が
少
な
く
な
っ

た
影
響
が
大
き
い
ん
だ
。
町
債
は
町

が
借
り
た
お
金
、
繰
入
金
は

基
金
や
特
別
会
計
か
ら
移
し

た
お
金
だ
よ
。

▲ショート動画

その他

町税

繰入金

町債

県支出金

国庫支出金

地方交付税

 　　金　　額 前年度比

 19 億 8400 万円 7600 万円増

 9 億 7000 万円 3 億 700 万円増

 5 億 9800 万円 500 万円増

 5 億 6400 万円 4400 万円増

 3 億 1000 万円 9700 万円増

 2 億 9100 万円 1400 万円増

 6 億 8600 万円 3 億 4900 万円減

区　分

歳入の主な内訳
歳入総額 54 億 200 万円　　前年度より 1 億 9300 万円増

その他

公債費

土木費

教育費

商工費

災害復旧費

民生費

総務費

 　　金　　額 前年度比

 11 億 1100 万円 2 億 7100 万円減

 9 億 9600 万円 2900 万円増

 6 億 3000 万円 1 億 7300 万円増

 5 億 2800 万円 2 億 6300 万円増

 4 億 400 万円  3500 万円減

 3 億 7400 万円 2800 万円減

 3 億 3500 万円 3000 万円増

 7 億 2900 万円 7700 万円増

区　分

歳出の主な内訳
歳出総額 51 億 700 万円　　前年度より 2 億 3900 万円増

（注） 金額は、100万円単位で表示
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商
工
業
者
へ
の
補
助
を

増
額

物
価
高
騰
対
応
商
工
業
振

興
補
助
金

　
１
３
０
万
１
０
０
０
円

事
業
者
の
生
産
性
向
上
な
ど
、

経
営
改
善
を
支
え
る
補
助
金
を
増

額
し
ま
し
た
。
当
初
は
15
事
業
者

を
見
込
ん
で
い
ま
し
た
が
、
申
請

額
が
増
加
し
予
算
が
不
足
す
る
た

め
、
20
事
業
者
分
ま
で
対
応
で
き

る
よ
う
増
額
し
ま
し
た
。

増
額
分
の
全
額
に
、
国
の
「
物

価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
」
を
充
て
ま
す
。

防
災
拠
点
の
整
備
費
を

増
額

防
災
拠
点
等
整
備
工
事
費

　
　
　
　
２
０
０
０
万
円

庁
舎
の
災
害
対
策
室
と
多
目
的

ト
イ
レ
の
整
備
に
向
け
、
工
事
費

を
増
額
し
ま
し
た
。
資
材
費
や
労

務
費
の
上
昇
、
工
事
内
容
の
変
更

な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

増
額
分
に
は
「
緊
急
防
災
・
減

災
事
業
債
」を
充
て
る
予
定
で
す
。

町
の
借
入
金
で
す
が
、
返
済
額
の

７
割
は
後
年
度
の
地
方
交
付
税
で

措
置
さ
れ
ま
す
。

補
正
予
算

小
学
校
に
雨
庭
を
整
備

雨
庭
整
備
工
事
２
１
０
万
円

流
域
治
水
の
取
り
組
み
と
し

て
、
小
学
校
に
雨
庭
を
整
備
す
る

工
事
費
を
計
上
し
ま
し
た
。

雨
庭
は
雨
水
を
一
時
的
に
受
け

止
め
、
地
面
に
し
み
込
ま
せ
て
河

川
な
ど
へ
流
れ
出
る
量
を
減
ら
す

取
り
組
み
で
す
。

主
な
財
源
は
、
県
の
球
磨
川
水

系
防
災
・
減
災
ソ
フ
ト
対
策
等
交

付
金
で
す
。
補
助
対
象
の
３
分
の

２
の
額
、
１
３
３
万
３
０
０
０
円

が
補
助
さ
れ
ま
す
。

に
ぎ
わ
い
へ
の
支
援

イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会
補

助
金　
　
　
２
８
５
万
円

く
ま
川
鉄
道
の
全
線
運
行
再
開

に
合
わ
せ
た
イ
ベ
ン
ト
と
、「
夏

目
友
人
帳
」
関
連
イ
ベ
ン
ト
の
内

容
充
実
に
向
け
、
イ
ベ
ン
ト
実
行

委
員
会
へ
の
補
助
金
を
増
額
し
ま

し
た
。
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工
事
請
負
契
約
の
締
結

牧
原
地
区
分
譲
地
造
成
工
事

契
約
の
方
法
は
、
指
名
競
争
入

札
、
契
約
の
金
額
は
５
３
１
３
万

円
、
契
約
の
相
手
方
は
「
肥
後
環

境
㈱
」
で
す
。

湯
前
町
役
場
災
害
対
策
室

等
整
備
工
事

契
約
の
方
法
は
、
指
名
競
争
入

札
、
契
約
の
金
額
は
８
４
２
６
万

円
、
契
約
の
相
手
方
は
「
㈲
高
木

工
務
店
」
で
す
。

一
般
住
宅
上
里
団
地
１
号

棟
建
設
工
事

契
約
の
方
法
は
、
指
名
競
争
入

札
、
契
約
の
金
額
は
５
4
９
７
万

８
０
０
０
円
、
契
約
の
相
手
方
は

「
㈱
力
一
建
設
」
で
す
。

条
例
改
正

Ｒ
２
災
補
林
林
道
宮
の
谷

線
（
３
号
箇
所
）
災
害
復

旧
工
事
（
２
工
区
）

　
契
約
の
方
法
は
、
指
名
競
争
入

札
、
契
約
の
金
額
は
７
７
０
０
万

円
、
契
約
の
相
手
方
は
「
㈲
ふ
じ

も
と
」
で
す
。

湯
前
町
選
挙
管
理
委
員
・

補
充
員
の
選
挙

議
長
に
よ
る
指
名
推
選
に
よ

り
、
選
挙
管
理
委
員
４
名
と
補
充

員
４
名
を
全
会
一
致
で
承
認
し
ま

し
た
。

任
期
は
４
年
間
で
す
。

選
挙
管
理
委
員
　
※
敬
称
略

　
東　
　
振
作　

 

（
下
村
）�

再

　
永
濵　
洋　
　

 

（
浜
川
）�

新

　
堤
田　
真
由
美
（
下
染
田
）�

新

　
稲
森　
一
彦 　
（
下
里
）�

新

選
挙
管
理
委
員
補
充
員

　
愛
甲　
正
之　

 

（
田
上
）�

再

　
近
藤　
千
秋�

（
中
里
２
）
再

　
兼
田　
浩
一
郎�

（
上
里
２
）
新

　
児
玉　
彩�

（
中
里
１
）
再

湯
前
町
地
域
優
良
賃
貸
住
宅

管
理
条
例
の
一
部
を
改
正

湯
前
町
一
般
住
宅
管
理
条

例
の
一
部
を
改
正

そ
の
他
の
議
案

議
案
審
議

賛
否
一
覧

議案審議の賛否一覧［議案１８件　認定６件　報告２件　 （７月～９月）］

議　　案
田
山
　
幸
平

吉
田
　
精
二

西
　
　
靖
邦

遠
坂
　
道
太

椎
葉
　
弘
樹

森
山
　
　
宏

味
岡
　
　
恭

倉
本
　
　
豊

山
下
　
　
力

金
子
　
光
喜

審議結果
（賛成：反対）

７月臨時会　議案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（９ : ０）
９月定例会　議案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（９ ： ０）

［認定］令和７年度一般会計決算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 認定（９ : ０）
［認定］令和７年度特別会計の決算認定 ○ ○ ○ ○ －※ ○ ○ ○ ○ － 認定（８ : ０）
［認定］令和７年度水道・下水道事業会計 ○ ○ ○ ○ －※ ○ ○ ○ ○ － 可決・認定（８ : ０）

○：賛成　×：反対　－：採決に加わりません
※：特別会計と水道・下水道事業会計の決算認定は、慣例により副議長が議長を務めます。
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４人が執行部の考えを質す
一般質問

質問者（登壇順） 質　問　項　目 ページ

西　　靖邦 ①人口減少社会に対応した持続可能な地域づくり ９

椎葉　弘樹 ①�スポーツ災害見舞金制度とスポーツ災害共済基金
の抜本的見直し １０

田山　幸平 ①地震災害に備えた避難生活支援体制
②災害関連死認定の審査体制 １１

吉田　精二 ①湯楽里入浴券
②熊本地震による湯楽里の風評被害対策 １２

 特別企画 前回一般質問
ＹｏｕＴｕｂｅ視聴回数ランキング

一般質問への町民の関心をより高めるた
め、ＹｏｕＴｕｂｅ動画の視聴回数ランキ
ングを公表します。議員のやる気につなが
りますので、ぜひ動画をご覧ください。

前回一般質問のＹｏｕＴｕｂｅサムネイル

◎ YouTube 動画（「湯前町オフィシャル」で検索）

 一般質問の
ＹｏｕＴｕｂｅ動画配信

一般質問は、ＹｏｕＴｕｂｅで動画配信
を行っています。この動画は、パソコンや
スマートフォン、タブレット端末から視聴
できます。「いいね」や「チャンネル登録」
をよろしくお願いします。

議　員　名 ６月一般質問
西　　靖邦 800
椎葉　弘樹 729
遠坂　道太  94

（令和８年 10 月 1 日時点の視聴回数）
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議
員　

人
口
減
少
対
策
と
し
て

行
っ
て
き
た
施
策
を
ど
の
よ
う
に

評
価
・
検
証
し
て
い
る
か
。

課
長　
総
合
戦
略
に
Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
設

定
し
毎
年
度
、
目
標
値
と
実
績
を

確
認
し
て
各
施
策
を
評
価
・
検
証

し
て
い
る
。
町
政
推
進
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
で
実
績
を
ま
と
め
、

振
興
計
画
策
定
審
議
会
で
外
部
の

意
見
も
踏
ま
え
、
事
業
の
継
続
、

改
善
、
見
直
し
な
ど
を
検
討
し
て

い
る
。

議
員　
進
学
・
就
職
前
か
ら
若
者

と
の
関
係
を
維
持
し
、
若
者
に
選

ば
れ
る
町
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

考
え
は
な
い
か
。

課
長　
中
学
生
か
ら
地
域
企
業
や

仕
事
を
知
る
機
会
を
設
け
て
い

る
。
今
後
は
高
校
生
と
地
元
企
業

と
の
接
点
づ
く
り
や
、
町
外
へ
進

学
・
就
職
し
た
若
者
へ
の
情
報
発

信
を
進
め
、
Ｕ
タ
ー
ン
に
つ
な
げ

て
い
く
。

町
長　
安
心
し
て
暮
ら
せ
、
地
域

で
働
き
将
来
像
を
描
け
る
仕
事
の

場
が
重
要
。
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
へ
の
企
業
進
出
と
町
内
事
業
所

と
の
連
携
を
進
め
、
地
域
資
源
を

生
か
し
た
産
業
振
興
と
雇
用
創
出

に
つ
な
げ
て
い
く
。

議
員　
関
係
人
口
の
創
出
・
拡

大
に
向
け
た
戦
略
強
化
を
ど
の

よ
う
に
行
う
の
か
。

課
長　
訪
問
を
き
っ
か
け
に
再
訪

や
地
域
と
の
交
流
を
通
じ
、
継
続

的
に
関
わ
る
方
を
増
や
す
こ
と
が

重
要
。
観
光
、
イ
ベ
ン
ト
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
に
よ
る
情
報
発
信
に
加
え
、
ふ

る
さ
と
納
税
で
は
農
業
体
験
や
地

域
交
流
な
ど
、
本
町
な
ら
で
は
の

「
体
験
型
」
の
返
礼
品
を
研
究
し

て
い
く
。

議
員　
人
口
減
少
対
策
を
推
進
す

る
た
め
、
官
民
協
働
に
よ
る
継
続

的
な
推
進
体
制
を
構
築
す
る
考
え

は
な
い
か
。

町
長　
人
口
減
少
対
策
は
行
政
だ

け
で
解
決
で
き
な
い
た
め
、
町
民

や
各
種
団
体
と
課
題
や
目
標
を
共

有
し
、
連
携
し
て
取
り
組
む
こ
と

が
重
要
。
各
施
策
を
横
断
的
に
つ

な
ぎ
、継
続
的
に
展
開
し
て
い
く
。

課
長　
子
育
て
、
学
校
、
産
業
な

ど
各
分
野
で
協
議
会
を
設
け
て
い

る
。 
振
興
計
画
策
定
審
議
会
で

は
、
各
種
団
体
と
Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
共
有

し
て
い
る
。

人
口
減
少
社
会
に
対
応
し
た

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り

人
口
減
少
対
策
を
総
合
的
に

推
進

問答
▶動画で見る↓

「人口を増やす」だけでなく、「湯前と関わ
る人を増やす」ことが、これからの人口減
少対策につながるのではないか。

つ きや
ぶ

議員の

西　靖邦 議員
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議
員　
ス
ポ
ー
ツ
災
害
見
舞
金
制

度
に
つ
い
て
、
他
の
補
償
制
度
と

の
役
割
分
担
や
行
政
事
務
の
負
担

等
を
検
証
し
、
制
度
の
廃
止
を
含

め
抜
本
的
に
見
直
す
考
え
は
な
い

か
。

課
長　
令
和
７
年
度
は
、
ス
ポ
ー

ツ
災
害
委
員
会（
以
降
、
委
員
会
）

を
開
催
せ
ず
、
支
給
案
件
の
詳
細

も
報
告
で
き
て
い
な
い
。
ス
ポ
ー

ツ
協
会
総
会
に
は
、
監
査
前
の
資

料
を
提
示
し
た
。
町
の
制
度
と
公

民
館
総
合
補
償
制
度
を
詳
し
く
比

較
し
た
こ
と
は
な
い
。
診
断
書
発

行
手
数
料
は
町
の
制
度
で
し
か
補

え
な
い
。事
務
手
続
き
は
複
雑
で
、

他
制
度
と
比
較
し
、
維
持
す
る
意

義
を
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。

町
長　
従
来
の
経
緯
だ
け
を
前
提

と
せ
ず
、
民
間
保
険
の
活
用
や
制

度
の
簡
素
化
、
制
度
自
体
の
見
直

し
も
検
討
し
た
い
。
総
合
教
育
会

議
や
関
係
団
体
の
意
見
を
聞
き
、

他
制
度
と
比
較
し
て
対
応
を
考
え

た
い
。

議
員　
ス
ポ
ー
ツ
災
害
共
済
基
金

に
つ
い
て
、
法
的
位
置
付
け
、
管

理
体
制
お
よ
び
必
要
額
を
検
証

し
、
廃
止
・
清
算
・
町
の
財
源
と

し
て
の
有
効
活
用
を
含
め
見
直
す

考
え
は
な
い
か
。

課
長　
共
済
基
金
は
町
の
正
式
な

基
金
で
は
な
く
、
委
員
会
の
管
理

資
金
で
、
町
の
補
助
金
や
体
育
協

会
、
各
分
館
の
拠
出
金
に
よ
る
。

平
成
27
年
度
に
共
済
会
か
ら
委
員

会
へ
予
算
と
基
金
を
移
行
し
た
。

約
１
７
０
０
万
円
を
維
持
す
る
明

確
な
算
定
根
拠
は
な
い
。

町
長　
制
度
の
維
持
と
約
１
７
０

０
万
円
の
保
有
は
、
資
金
の
成
り

立
ち
か
ら
慎
重
に
扱
う
必
要
が
あ

る
。
制
度
の
目
的
や
支
給
実
績
、

必
要
額
を
検
証
し
、
委
員
会
な
ど

の
意
見
を
聞
き
、
全
額
保
有
の
必

要
性
や
資
金
の
整
理
・
活
用
方
針

を
決
め
た
い
。
町
だ
け
で
は
判
断

で
き
な
い
。

ス
ポ
ー
ツ
災
害
の
見
舞
金
制
度

と
共
済
基
金
の
抜
本
的
見
直
し

制
度
と
基
金
を
分
け
て
関
係

団
体
の
意
見
を
聞
き
検
討

問答

伝統ある制度を今一
度検証し、速やかな支
給や事務負担の軽減、
基金の有効活用につ
なげてほしい。

つ きや
ぶ

議員の

椎葉 弘樹 議員

▶動画で見る↓
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議
員　
在
宅
避
難
者
な
ど
発
災
後

に
支
援
が
必
要
と
な
っ
た
住
民
を

ど
う
把
握
し
、
必
要
な
支
援
や
物

資
を
確
実
に
届
け
る
た
め
の
仕
組

み
を
ど
う
備
え
る
の
か
。

課
長　
自
主
防
災
組
織
や
消
防
団

が
安
否
や
避
難
先
を
調
査
し
、
災

害
対
策
本
部
に
報
告
す
る
。
物
資

を
受
け
取
り
に
行
け
な
い
人
に

は
、
地
域
の
人
や
応
援
職
員
、
住

民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
対
応
を

想
定
し
て
い
る
。

議
員　
備
蓄
拠
点
が
使
え
な
い
場

合
や
職
員
参
集
が
限
ら
れ
る
場
合

に
、
住
民
支
援
を
継
続
す
る
た
め

の
物
資
・
人
員
・
受
援
体
制
を
ど

う
確
保
す
る
の
か
。

課
長　
備
蓄
倉
庫
が
使
え
な
い
場

合
は
国
の
プ
ッ
シ
ュ
型
支
援
を
受

け
、
レ
ー
ル
ウ
イ
ン
グ
や
体
育
館

な
ど
で
も
管
理
す
る
。
職
員
が
不

足
す
れ
ば
町
村
会
や
県
に
応
援
職

員
を
要
請
す
る
。

議
員　
避
難
生
活
の
長
期
化
で
変

化
す
る
ニ
ー
ズ
を
ど
う
把
握
し
、

町
の
備
蓄
、
協
定
に
よ
る
調
達
、

そ
の
時
々
の
追
加
調
達
に
ど
う
反

映
す
る
の
か
。

課
長 　
被
災
自
治
体
の
対
応
を

確
認
し
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
必
要
な

物
資
の
リ
ス
ト
を
研
究
す
る
。

町
長　
大
規
模
災
害
時
に
計
画
通

り
対
応
で
き
る
か
、
不
安
要
素
も

あ
る
。
防
災
監
に
計
画
と
訓
練
の

改
善
を
指
示
し
て
い
る
。
引
き
続

き
訓
練
を
実
施
し
、
職
員
の
対
応

力
向
上
や
、
自
主
防
災
組
織
と
連

携
し
た
町
全
体
で
の
対
応
力
の
向

上
に
努
め
た
い
。

地震災害に備えた
避難生活支援体制

災害関連死認定
の審査体制

町全体での対応力
向上に努める

審査会に関する
規定を早めに整備

田山 幸平 議員

問

問

答

答

▶動画で見る↓

災害時の命と生活を守るた
め、行政の体制づくりに加
え、地域での助け合いや一人
一人の日頃の備えを大切に
したい。

つ きや
ぶ

議員の 議
員　
災
害
と
死
亡
の
因
果
関
係

が
判
断
し
に
く
い
災
害
関
連
死
の

申
請
が
あ
っ
た
場
合
、
誰
が
ど
の

よ
う
な
手
順
で
審
査
・
認
定
す
る

の
か
。 

課
長　
遺
族
の
申
請
を
受
け
て
町

が
基
礎
調
査
を
行
う
。
因
果
関
係

の
判
断
が
困
難
な
場
合
、
県
に
助

言
を
求
め
、
委
員
の
人
選
や
運
営

支
援
を
受
け
て
審
査
会
を
開
く
。

議
員　
専
門
性
と
客
観
性
を
確
保

し
、
遺
族
へ
の
認
定
・
支
給
を
遅

ら
せ
な
い
た
め
、
平
時
か
ら
審
査

体
制
を
整
え
る
必
要
性
を
ど
う
認

識
し
て
い
る
の
か
。

町
長　

審
査
会
に
関
す
る
規
定

（
条
例
な
ど
）が
な
い
と
の
こ
と
だ

が
、
審
査
に
は
客
観
性
・
専
門
性

が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
早
め
に
整

備
し
た
い
。
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議
員　
物
価
高
騰
対
応
事
業
と
し

て
町
民
１
人
当
た
り
５
枚
の
入
浴

券
が
配
布
さ
れ
て
い
る
が
、
な
る

べ
く
多
く
の
町
民
に
利
用
し
て
も

ら
う
た
め
の
施
策
を
考
え
て
い
る

か
。

課
長　
こ
の
入
浴
券
は
、
原
油
価

格
及
び
物
価
高
騰
に
よ
り
、
多
大

な
影
響
を
受
け
て
い
る
町
民
の
皆

さ
ま
に
心
身
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し

て
も
ら
い
、
湯
楽
里
の
事
業
継

続
と
経
営
の
安
定
を
図
る
た
め
、

３
３
３
０
人
に
１
万
６
６
５
０

枚
を
配
布
し
た
。
８
月
末
で

２
０
１
５
枚
の
利
用
で
、
利
用
率

は
12
．
１
％
と
な
っ
て
い
る
。
夏

場
は
利
用
が
少
な
い
傾
向
に
あ
る

の
で
、
様
子
を
見
な
が
ら
今
後
の

利
用
促
進
を
検
討
し
て
い
き
た

い
。

町
長　
交
通
手
段
の
な
い
入
浴
券

利
用
者
は
、
事
前
予
約
に
よ
る
無

料
送
迎
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ

て
い
る
。
新
聞
折
込
や
旬
報
で
お

知
ら
せ
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
か

ら
利
用
が
増
え
て
く
る
の
で
は
な

い
か
。

議
員　
熊
本
地
震
に
よ
る
影
響
は

で
て
い
る
の
か
。 

課
長　
商
工
会
か
ら
の
町
内
事
業

者
の
被
害
状
況
は
、
飲
食
業
を
中

心
に
数
百
万
円
の
被
害
が
出
て
い

る
模
様
。
湯
楽
里
全
体
で
は
、
８

月
末
現
在
の
速
報
値
で
前
年
比

２
０
１
件
、
人
数
で
８
７
７
人
、

５
８
８
万
５
０
０
０
円
落
ち
込
ん

で
い
る
。

議
員　
風
評
被
害
等
に
対
し
て
、

町
か
ら
の
支
援
は
考
え
て
い
な
い

の
か
。 

町
長　
町
と
し
て
は
、
独
自
の
支

援
は
考
え
て
い
な
い
。
熊
本
県
の

「
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
」
を

利
用
で
き
る
登
録
店
舗
の
拡
大
に

向
け
、働
き
か
け
て
い
る
。
今
後
、

国
・
県
か
ら
同
様
の
支
援
策
が
示

さ
れ
た
場
合
は
、
飲
食
店
へ
の
支

援
や
、
地
域
全
体
の
需
要
喚
起
に

つ
な
が
る
支
援
策
や
取
り
組
み
を

検
討
し
て
い
く
。

湯
楽
里
入
浴
券

無
料
送
迎
や
周
知
対
策
で
利

用
促
進
を
図
る

問答

地震の風評被害を受
けた湯楽里や町内の
観光・飲食業。町に
は国・県の支援策を
把握し、迅速に対応
してほしい。

つ きや
ぶ

議員の

吉田 精二 議員

▶動画で見る↓

熊
本
地
震
に
よ
る
湯
楽
里
の
風
評
被
害
対
策

国
・
県
と
連
携
し
た
地
域
全
体
の
支
援
策
を
検
討

問答
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全員 協議会 　６月２４日、７月３１日、８月２４日、９月１０日

主な協議事項

中学校の設備と湯楽里の経営を協議
７月３１日 行政から２件の説明を受け、今後の対応を協議しました。

平成９年に設置したエレベーターは、故障時の交換
部品の確保が難しくなる見込みです。定期検査では、
現行の安全基準との違いも指摘されています。
階段の利用が難しい生徒などの移動を支援するため、
町は更新を検討しています。

宿泊・温泉などの利用が十分に回復しない一方、原材料費や燃料費、人件費などが増加し、赤字が積み重なっ
ています。議会は、町が検討する経営安定化のための補助金と、その財源に「ふるさと応援基金」の産業
振興分を充てる案の説明を受け、意見を交わしました。

※純資産は、会社の資産から負債を差し引いた額です。手元の現金額ではありません。

財源案：国１/ ３（学校施設環境改善交付金）、町２/ ３（過疎債を活用予定）
予定：令和８年度に調査設計・国へ交付金を要望 → 令和９年度に更新工事

1 中学校エレベーター更新�

2 湯楽里の経営安定化�

計画段階

支援は協議中

概算更新費用　４７００万円

累積赤字
令和 7 年度末

8532 万 6000 円
温　泉 宿　泊 食　事

純資産
令和 7 年度末

1467 万 4000 円

主な論点
❶経営安定化に向けた支援の必要性
❷ふるさと応援基金（産業振興分）の活用
❸経営改善計画の内容と補助金交付の条件

町は今後、内容を整理したうえで、必要な予算案を議会に提案する方針です。
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三市町村議会国道整備促進合同協議会
国道２１９号整備の要望活動
上里・野中田工区歩道の早期整備など要望
三市町村議会国道整備促進合同協議会は、７月７日に熊本県・宮崎県に対し、国道２１９号の整
備促進に向けた要望活動を行いました。この活動は、西米良村・西都市・湯前町の三市町村議会
が連携し、毎年継続して実施しているものです。

■熊本県・宮崎県への要望活動と総会

要 望 先

熊本県 宮崎県

県土木部
・道路都市局長　 大和　勇紀
・道路保全課長　 橋口　英介
球磨地域振興局
・土木部長　　　 野間　卓志

・副知事 　　　　　 佐藤　弘之 
・県議会議長 　　　 外山　衛 
・県土整備部長　　　中原　学

熊本県への要望活動では、「湯前町上里・野中田工区歩道の早期整備促進と予算確保」に関す
る要望書を提出しました。あわせて、熊本県議会の松田三郎議員、緒方勇二議員から応援の挨拶
をいただきました。

 同日１７時からは、宮崎市のホテルマリックスにおいて本協議会の第５９回総会を開催しまし
た。令和７年度の事業経過と決算、令和８年度の事業計画と収支予算（案）の審議を行い、全会一
致で可決しました。

熊本県への要望 宮崎県への要望

議員派遣
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西米良村議会との情報交換会
町内施設を巡り交流を深める
７月１日、西米良村議会との情報交換会が湯前町で開かれ、湯前町議会の全議員が参加しました。
庁舎での懇談後、町内の主要施設を視察し、両議会の交流を深めました。

7 月 1 日｜全議員参加
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総務厚生文教常任委員会 ８月６日、９月１１日
委 員 長 遠坂　道太
副委員長 田山　幸平
委　　 員 山下　力、金子　光喜、森山　宏次の所管事務を調査しました。

◎集落の地域力の現状
◎子ども・子育て支援対策

 委員会では、子ども会、老人クラブ、体育行事などの参加状況も示されました。人口の数字だけでは、
役員の引き受け手や、行事・回覧・清掃にかかる負担は見えてきません。地区ごとの実情と住民の考
えを踏まえ、活動を続けるために必要な支えを確かめていくことが大切です。

地区の活動をどう続けるか
２３区の人口・世帯数と地域活動の状況を調査
町内２３区の人口は、令和２年度末の３６２７人から令和７年度末の３２７２人へ、５年間で３５５人
減りました。人口が減ったのは２１区です。令和８年３月末の住民基本台帳による世帯数は、地区によ
り１１～１０４世帯と幅があり、活動を支える条件も一様ではありません。

子育てを支える町の取り組み
妊娠・出産から一時預かり、学童保育、相談・訪問まで
令和７年度決算をもとに、妊娠・出産から一時預かりや保育園での支援、学童保育、相談・訪問まで、
町の子育て支援の取り組みを確認しました。給付や助成だけでなく、子どもや家庭を支える相談体制も
整えられています。

妊娠・出産
出生祝い金は１０名に各１５万円を支給。妊婦のため
の支援給付金は、妊娠届出時と出産後を合わせて計
１０５万円を支給しました。産後ケアや妊婦健診などの
支援も行われています。

一時預かり・病児対応
一時預かり事業に約 845 万円。保育園で急に体調を崩
した子どもに対応するため、職員を加配する病児保育事
業に約 840 万円を支出し、延べ 262 人が利用しました。 

学 童 保 育
学童保育の運営費として約 2016 万円を補助。さらに、
支援学級に在籍する児童を学童で受け入れるため、635
万円を補助しました。

相 談・訪 問
令和 7 年 3 月に「湯前町こども家庭センター」を設置。
母子保健と児童福祉が情報を共有し、連携して子どもや
家庭を支援する体制を整えています。家事や子育てに不
安や負担を抱える家庭への訪問支援や、乳児のいる家庭
への訪問も行っています。

子どもや家庭の困り事はさまざまです。委員会では、給付や預かり、学童保育などの支援に加え、相
談を受け、必要に応じて関係機関につなぐ体制についても確認しました。

委員会

２３区の世帯数

※令和８年３月 31 日現在（単位：世帯）
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企画経済建設常任委員会 ８月６日、９月１５日
委 員 長 西　靖邦
副委員長 吉田　精二
委　　 員 倉本　豊、味岡　恭、椎葉　弘樹次の所管事務を調査しました。

◎町道の維持管理状況
◎球磨畜産共進会

町道１３７路線をどう守るか
補修・除草・巡回の実績から維持管理を確認
町道の維持管理は、道路や側溝などの修繕、除草などの委託により行われています。職員による道路パト
ロールや住民からの情報提供により、迅速な応急対応につなげています。

■修繕料� ※万円未満切り捨て

年度 決　算　額 内　容 件　数

R5 452 万円 土砂撤去、安全対策、舗装・側溝など 13

R6 205 万円 法面、舗装・側溝など 11

R7 254 万円 安全対策、舗装・側溝など 10

■委託料

年度年度 決　算　額決　算　額 内　容内　容 件　数件　数

R5 225 万円 除草など　14 路線 20

R6 169 万円 除草など　13 路線 21

R7 183 万円 除草など　13 路線 21

肉用牛の改良と飼養技術の向上を目指して
第７５回球磨畜産共進会を視察
会場では、個体審査や比較審査、展示講評などが行われ、肉用牛の改良や飼養技術の向上に熱心に取り組
む生産者の姿が見られました。

■各部門出品頭数　	

肉用種牛の部 出品頭数

育成種牛　1 部 6

育成種牛　2 部 2

育成種牛　3 部 17

育成種牛　4 部 24

育成種牛　5 部 4

育成種牛　6 部 4

■湯前町からの出品者と成績
育成種牛 4 部 優秀賞 ちえひめ 石井 崇雄さん

育成種牛 5 部 優秀賞 さき 深水 大樹さん

育成種牛 6 部 優秀賞
のぞみ

本田 権六さん
えな

17 ゆのまえ議会だより  No.56（令和８年 11 月）

委員会



議会の窓

議会事務局の窓

国土交通大臣への直接要望
令和８年度の三市町村議会による国道２１９号整備促進の要望活動が、８月１９日～２０日に国土交通

省九州地方整備局（福岡市）と国土交通省（東京都）で行われました。湯前町からは、長谷町長、西委員長、
そして私が参加しました。

この活動は約６０年の歴史があり、今回、初めて国土交通大臣に直接要望することができました。地元選
出の金子恭之国土交通大臣をはじめ、関係各位のご尽力により実現したものです。初めての大臣室での要望
には、西都市・西米良村の首長・議長と共に臨みました。緊張感が漂うなか、充実した活動となりました。

主な議会スケジュール【９月２０日～１２月１６日】
活　動　内　容 日　程（予　定） 対　応　者

くま川鉄道全線運行再開　湯前記念式典 ９／２０ 全議員
郡議長会 ９／２４　１０／１５　１１／5 金子
国道２１９号整備促進総決起大会 １０／３　西都市 金子、西
子ども議会 １０／５ 全議員
球磨郡町村議会議員グラウンドゴルフ大会
及び交流会 １０／６ 全議員

熊本県町村議会議員研修会 １０／８　益城町 全議員
上球磨正副議長会　西米良・椎葉村意見交換 １０／９　椎葉村 金子、椎葉
上球磨正副議長会　研修会 １０／１６ 全議員
臨時会 １０／２２ 全議員
議会全員協議会 １０／２２　１１／２５ 全議員
産業行政視察研修 未定 全議員
定例会 １２／１１～１６ 全議員

金子国土交通大臣への直接要望が実現（国土交通省大臣室にて）

議長の窓
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一部事務組合

3 事業のうち黒字は検診事業のみ
入院収益減や物価高騰が影響
令和７年度決算は、入院収益の減少に加え、人件費や材料費の上昇などの影響により、病院事業と介護老
人保健施設事業「シルバーエイト」が赤字決算となりました。一方、総合検診センター事業「コスモ」は、
受診者数が前年度より減少したものの、検診単価の改定により収益が増加し、黒字を確保しました。３事
業全体では１億３０７０万円の純損失（赤字）となっています。

公立多良木病院３事業の決算額　令和７年度　※万円未満切り捨て

区　分 病院事業 老健事業 検診事業 ３事業合計

収　入 ３９億８５４４万円 ６億５９１４万円 ２億７５５３万円 ４９億２０１２万円

支　出 ４０億８４７５万円 ７億４１３万円 ２億６１９３万円 ５０億５０８２万円

純利益 △９９３０万円 △４４９８万円 １３５９万円 △１億３０７０万円

あさぎり町に出動拠点を新設
仮設あさぎり分署が１０月１日から運用開始
令和８年１０月１日から、あさぎり町役場第二庁舎内に日中の消防出動隊が配置されました。あさぎり町
西部には、上球磨消防署からの現場到着に１０分以上かかる地域もあり、出動拠点を設けることで現場到
着時間の短縮や救命率の向上が期待されます。

運用時間
９時～ 16 時 50 分

土日・祝日も運用

配置車両
救急車・ポンプ車

各１台

配置人員
職員５人

うち救急救命士２人

※夜間の災害出動は、これまでどおり上球磨消防署が対応します。

決算審査を特別委員会へ付託
田山議員が副委員長に就任
令和７年度一般会計の決算審査は、８名で構成する決算特別委員会に付託されました。委員長に錦町選出の早田
議員、副委員長に湯前町選出の田山議員が選ばれました。あわせて、令和８年度の補正予算も審議されました。

令和８年度補正予算
１億 2026 万 3 ０００円

主な内容
人件費、燃料価格の上昇に伴う各施設の燃料費、設備修
繕費などを追加しました。

上球磨消防組合議会

人吉球磨広域行政組合議会

＜公立病院議員　西・吉田＞

＜消防議員　倉本＞

＜広域行政議員　遠坂・田山＞

公立多良木病院企業団議会
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町議会の役割は、町民を代表
して地域の重要事項を決定し、
町長の行政運営を監視すること
です。また、町民の要望を受け、
自らさまざまな政策を提言する
こともできます。ところが、福

岡県議会のさまざまな問題や八代市新庁舎建設に関す
る贈収賄事件など、議会や行政に関わる問題が相次い
で報じられています。繰り返し聞かされると、近くで
も同様の事案があるのではと心配になります。湯前町
議会では、ＹｏｕＴｕｂｅや議会だよりで、定例会の
審議内容や議会活動の状況を分かりやすく知らせてい
ただき、ありがたく思っています。広報誌の発行には
相当な労力を必要としますが、ＹｏｕＴｕｂｅを見る
ことができない方のためにも、これからも頑張って続
けていただきたいと思います。

議会だよりは、気になる見出し
の記事を中心に読んでいます。忙
しい中でも、文章が簡潔で、図解
やイラストがあると内容をつかみ
やすく助かります。町の動きにつ
いては、議員さんと直接話す中で
知ることも多く、そこから関心や
知識が広がります。紙面で目にし
たことが会話のきっかけにもなる
ので、これからも読みやすい紙面
と、気軽に話せる機会を大切にし
てほしいです。

年４回にわたりテーマを設定し、住民の皆さまからご意見をいただきます。

「住民の声」のインタビューを依頼された際は、ご協力をお願いします。℡ 0966-43-4132

区長会会長

亀
かめやま

山　哲
て つ ま

馬 さん
（野中田 2）

椎
し い ば

葉　英
え い し

志 さん
（下染田）

議会の情報発信をどう感じていますか？テーマ

『議員、風刺や時代を読む』 漫画作品と議会のコラボ企画

この企画は、湯前町が取り組むマンガのまちづくりを、議会も積極的に応援する取り組みです。風刺漫画
や時代を描写した風景画は、地方議会と密接に関わっており、政治の問題や社会の動きを批評的かつ啓発的
に表現する重要な手法です。

▶湯前線が開通すると、「汽車ごっこ」が子どもた
ちの間で大流行しました。両手を腰の高さぐらいに、
汽車の車輪を連想して回しながら、大声で「ウォーン、
シュツシュツ」と叫びながら駆け出します。
▶幼い那須良輔氏が、湯前線を走る汽車に憧れ、「汽
車ごっこ」に夢中になった時代。汽車は、人や物を
運ぶだけでなく、子どもたちの夢や地域の暮らしを
乗せて走っていました。
▶令和２年７月豪雨による被災から６年余り。令和
８年９月２０日、くま川鉄道はついに全線で運行を
再開しました。那須氏が記した幼い頃の思い出と重
なるように、再び地域をつなぎ、人々
の交流や暮らしを支える鉄道として、
新たな一歩を踏み出しました。

（西）

⇒
※
注
意
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ビ
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発
行
日
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必
ず

変
更
す
る
こ
と

「ふるさとの記」『人吉文化』に掲載　那須　良輔 氏
湯前線の開通当時を描いた那須良輔氏作品です
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	 ◆	 広報常任委員会
	 私たちが編集しました。
	 委 員 長　田山　幸平
	 副委員長　椎葉　弘樹　 湯前町議会のホームページもご覧ください。

	 委員　遠坂　道太
			   　 西　　靖邦
			   　 吉田　精二

湯前町議会


